
























































































































　高柳・若生・石田・亀山（1992）は 15 歳から 65 歳の一般の人を対象に
上記の質問紙を用い調査を行った。各態度ごとの 4 項目を 0 点から 2 点で
評価させ、理論上の中央値（4 点）以上の得点を得た態度をその回答者に



























































田ら（1992）の動物に対する 12 の態度類型に対応する 3 項目ずつとその
他の項目による全部で 46 個の項目から構成されている。本研究では、後
に述べる動物に対する行為への態度に影響すると予想される家族的態度、






































る本や雑誌が読みたくなる」の 2 項目を除く 17 項目について最小二乗法
（最尤法で同様の因子分析を行ったところ共通性が 1 を越えたため、最小
二乗法に変更した）プロマックス回転の因子分析を行った。スクリー法に




Factor1 Factor2 Factor3 Factor4 M SD








.42 .15 .02 －.06 3.39 1.20
12 動物の権利を守る法律をつくるべきだと思う .32 －.26 .09 .06 3.53 1.02




.05 .45 .17 .11 3.28 0.95




.02 －.42 .23 .26 3.84 0.96








－.07 .02 －.31 －.08 3.35 1.08




－.18 －.14 .16 .44 3.37 1.08


























変数 M SD M SD M SD
家族的動物観 3.84 0.75 3.75 0.82 4.00 0.59
非親和的動物観 2.48 0.69 2.55 0.70 2.37 0.64
自然主義的動物観 2.91 0.84 3.03 0.83 2.69 0.84
感情的動物観 3.27 0.88 3.07 0.89 3.62 0.73
駆除・殺処分 2.59 0.64 2.47 0.59 2.81 0.67
食肉・公共的飼育 1.96 0.52 1.95 0.54 1.97 0.48
皮使用・動物実験 2.84 0.79 2.71 0.72 3.08 0.86
調教・娯楽 2.35 0.58 2.29 0.59 2.47 0.55


































Factor1 Factor2 Factor3 Factor4 Factor5 M SD












.61 .11 .04 .02 －.15 2.51 0.90
32 理科の授業で魚の解剖を行うこと .55 .20 －.07 .03 －.12 2.32 0.83




.41 .07 －.14 .11 .00 2.33 1.05
35 調査のために野生動物に発信器をつけること .36 .29 .11 －.09 －.07 2.43 0.91
34 食用のために魚を養殖すること .12 .75 －.01 －.03 －.11 1.96 0.75
8 食用としてのウシやブタを飼育すること .11 .69 .12 －.04 .00 2.00 0.91
26 許可された場所で海の魚を釣ること .09 .65 －.02 －.01 .08 1.95 0.71
16 動物の肉を食べること .14 .65 .19 .03 －.05 1.86 0.87
2 盲導犬を使うこと －.25 .55 .17 .14 －.07 1.58 0.74




－.03 .46 －.25 .16 .31 2.03 0.66
4 人工飼育したホタルを放すこと －.16 .35 .03 .04 .08 2.22 0.65
1 動物の皮でできた鞄や靴を身につけること －.10 －.01 .88 .07 －.07 2.75 0.99
18 動物の毛皮のコートを購入すること －.05 .00 .79 .25 .05 2.66 0.92




.22 .30 .50 －.17 .17 3.03 1.06




.07 .00 －.06 .81 .09 2.41 0.78
9 水族館でイルカに芸をさせること .01 .11 .15 .76 －.05 2.32 0.76
22 サーカスで芸をさせるためにゾウを調教すること .13 －.05 .19 .50 .02 2.72 0.88
24 競馬を行うこと －.03 .06 .25 .46 .17 2.39 0.81




.06 .07 －.17 .05 .72 2.86 0.92
30 野猿公苑でニホンザルに餌を与えること －.13 .04 .14 .01 .52 3.07 0.98




－.01 .31 .00 －.06 .37 2.53 1.14
25 しつけのために犬や猫に罰を与えること .17 －.04 .23 .06 .36 2.91 1.06
因子間相関 Factor1 .44 .47 .24 .27




















る」のどちらかに回答した場合を 1 点として、6 つの活動で単純に合計し
て、自然に関与する行動の頻度得点とする。レンジは 0 点から 6 点である。
性差を検討するために t 検定を行ったが有意な差は認められなかった。
表 5　自然に関与する行動の頻度（％）
やったことがない ほとんどやらない ときどきやっている 頻繁にやっている
釣りに行く 31.6 43.0 22.8 2.6
ハイキングをする 12.3 57.9 29.0 0.9
動物園に行く 2.6 59.7 35.1 2.6
水族館に行く 1.8 51.8 38.6 7.9
博物館に行く 9.7 70.2 18.4 1.8
登山をする 14.0 59.7 22.8 3.5
























イヌを飼う 57.9 4.4 12.3 25.4
ネコを飼う 78.1 4.4 7.0 10.5
小鳥を飼う 82.3 7.1 7.1 3.5
魚を飼う 26.3 41.2 25.4 7.0
虫を飼う 39.5 38.6 21.1 0.9
は虫類（カメなど）や
両生類（カエルなど）
















家族的動物観 .19 －.08 .22 .08 .23 .15 .22
非親和的動物観 －.47 .00 －.45 .04 －.29 －.22 －.23
自然主義的動物観 .02 －.09 .09 －.05 .05 .13 .07
感情的動物観 －.05 .00 .05 －.13 －.02 －.12 －.23
自然関与行動頻度 .03 .02 .12 －.05 .12 .29
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